
用語集 

 

 

・ダウンサイジング 〔水道事業及び公共下水道事業〕 

人口減少や節水機器の普及に伴い、使用者が使用した水量の減少が見込まれ

ることから、施設能力を縮小し、施設の効率化を図ること。 

 

・企業債 〔水道事業及び公共下水道事業〕 

地方公営企業が施設の新規整備や改築などの建設改良費に充てるため、国や

市中金融機関などから借り入れる資金のこと。 

 

・有収率 〔水道事業〕 

配水量（配水池から水道管に流された水量）に対する有収水量（使用者が使

用した水量）の割合で、施設の稼働が収益につながっているかを判断する指標。

100％に近いほど漏水が少なく、施設の稼働状況が収益に反映されている。 

 

・公共用水域 〔公共下水道事業〕 

河川、湖沼、港湾、沿岸海域その他公共の用に供される水域と、これに接続

する管路、かんがい用水路その他公共の用に供される水路のこと。 

 

・水の官民連携 〔公共下水道事業〕 

事業の効率化や人材不足への対応及びサービスの持続性確保を目的として、

自治体と民間事業者が連携し、施設の整備・更新・維持管理・運営などを一体

的又は長期的に担う官民連携方式のこと。 

 

・経費回収率 〔公共下水道事業〕 

汚水処理に要した費用を下水道使用料収入でどの程度回収しているかを示す 

指標。100％を超えた場合、事業に必要な費用を下水道使用料で賄えている状況

を示す。 

 

・排除汚水量 〔公共下水道事業〕 

下水に流した汚水の量のことで、水道水を使用する場合は水道水の使用水量

を排除汚水量とする。井戸水など、水道水以外の水を使用して下水へ流す場合

は申告が必要。 

 

 

 

 


